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営業部長殿

○○○○○部　○○○○○

営業報告書

１．訪問先；　〇〇〇〇株式会社（本社工場）

２．訪問日時；　○○月○○日（○）○○：○○～○○：○○
３．目的；　ＮＰ１３５の紹介、他社動向の把握、受注見込みほか

４．面談者；　開発部／○○部長、○○課長、○○主任

購買部／○○課長　製造技術部／○○課長

５．内容

①ＮＰ１３５の紹介（開発部）

食品容器の脱発泡樹脂化は日本容器でも進んでおり、熱遮断性を向上させた耐熱紙ＮＰ１３５には多大の興味が示された。開発中の製品につき、保証値でないとの前提で、耐熱性・熱遮断性・吸水性等に関する実験データの提出を約束（当社〇〇課長に依頼済み）。今後は、４月末までにサンプル（定型ロールにて３０ｍ）を提供し、開発部にて加工性、表面印刷性をチェック。その結果を受けて、５月中旬に当社技術担当と同行、打ち合わせを行う予定。

（私見）日本容器では、カップ麺用容器の代替品として検討している模様。〇〇氏の言葉から、競合Ａ社からのアプローチはあるものの、サンプル出荷はまだ相当先との印象を受けた。

②今後の受注予定（購買部）

紙コップ・トレーの生産計画に大幅な変更はなく、５月は先の報告どおり推移する見込み。ただし、加工は徐々に協力企業のＤ社またはＲ社に移していく予定とのこと。

③サンプル加工について（製造技術部）

ＮＰ１３５のサンプル加工について、〇〇課長に挨拶。同課長より現行のＮＡ１３０と加工条件が同じなら、ラインのスピードアップについても試したいとの意向があった。
（以上）

